
昨
年

11
月
28
日
に
京
都
市
池
坊
短

大
・
心
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
し
た
平

成
27
山
名
会
歴
史
講
演
会
（
第
22
回

総
会
）
で
す
が
、
そ
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
山
名
会
の
存
在
を
少
し
で
も
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
会
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
し
た
。

全
般
的

に
振
り
返
っ

て

御
案
内
開
始
当
初
は
反
応
が
少
な

く
「
50
名
集
ま
る
か
ど
う
か
？
」
と
、

閑
散
と
し
た
会
場
風
景
と
な
る
こ
と

を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

・
役
員
各
位
の
働
き
か
け
も
あ
り
、

産
経
新
聞
・
京
都
新
聞
で
も
行
事

の
紹
介
記
事
を
掲
載
い
た
だ
い
た
。

・
会
員
各
位
も
お
知
り
合
い
連
れ
だ
っ

て
ご
参
加
下
さ
り
終
盤
に
参
加
者

数
が
伸
び
た
。

・
最
終
的
に
は
参
加
者
は
１
２
０
名

を
上
回
る
盛
況
で
実
施
で
き
た
。

・
講
演
で
は
お
二
人
の
講
師
に
各
人

各
様
の
ス
タ
イ
ル
で
興
味
深
い
内

容
の
講
演
を
い
た
だ
き
、
聴
講
者

か
ら
は
良
い
評
価
を
得
た
。

・
出
来
れ
ば
一
発
限
り
の
打
ち
上
げ

花
火
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
は
？

こ
の
流
れ
を
受
け
、
出
来
れ
ば
平

成
28
年
の
事
業
も
、
山
名
会
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
、

前
年
同
様
の
活
動
が
継
続
出
来
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

会

計

面

で

は

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
山
名
会
歴
史
講
演
会
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
会
計
面
で
は
予

算
に
対
し
若
干
の
赤
字
で
終
わ
っ
て

お
り
ま
す
。
（
助
成
金
増
額
で
調
整

済
み
）

・
参
加
者
数
の
割
に
は
思
っ
た
程
に

は
一
般
有
料
聴
講
者
の
数
が
延
び

ず
、
30
名
程
度
で
留
ま
っ
た
。

・
会
場
で
の
山
名
会
作
成
資
料
や
書

籍
の
販
売
を
考
え
て
い
た
の
だ
が
、

制
約
が
あ
り
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
が

で
き
な
か
っ
た
。

・
会
員
参
加
費
を
設
定
す
る
際
に
幾

分
か
収
益
が
出
る
よ
う
な
設
定
を

し
て
い
な
か
っ
た
。

等
反
省
点
が
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。

次
回
も
講
演
会
を
中
心
と
し
た
総

会
行
事
を
考
え
た
場
合
、
一
般
聴
講

者
は
「
無
料
」
の
方
が
参
加
者
の
増

加
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

場
合
何
等
か
の
方
法
で
収
益
面
の
増

加
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
良
い

方
法
が
無
い
も
の
か
と
思
案
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

そ

の

他

・
年
次
総
会
会
場
が
居
酒
屋
で
会
議

と
言
う
雰
囲
気
で
は
な
く
、
落
ち

着
い
て
審
議
が
で
き
な
か
っ
た
。

・
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
京
都
で
土
曜
日

開
催
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
宿
泊

場
所
の
確
保
が
絶
望
的
だ
っ
た
。

今

後

が

重

要

今
回
は
幸
い
に
も
１
２
０
名
（
内

会
員
は
27
名
）
の
方
が
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
山
名
氏
や
山

名
会
に
深
い
関
心
を
持
た
れ
た
方
も

多
く
、
今
後
は
そ
ん
な
方
々
へ
の
働

き
か
け
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

Ｈ
28
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
役
員
会
開
催

４
月
21
日
に
山
名
年
浩
会
長
が
学
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
京
都
経
済

短
期
大
学
で
場
所
を
お
借
り
し
て
山
名
会
役
員
会
を
行
い
ま
し
た
。
役

員
会
で
は
昨
年
11
月
に
行
っ
た
平
成
27
山
名
会
歴
史
講
演
会
（
第
22
回

総
会
）
の
振
り
返
り
や
、
平
成
28
年
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
以
下
に
役
員
会
の
概
要
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

Ｈ
27
歴
史
講
演
会

（
第
22
回
山
名
会
総
会
）
の
反
省

京都経済短大学長室をお借りしての役員会
ゆったりした学長室で相談も沢山出来ました。ご
配慮に感謝申し上げます。



役
員
会
で
は
山
名
会
の
組
織
と
し

て
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
ま
し
た
。

山

名

氏

一

族

会

の

性

格

平
成
23
年
に
会
員
数
20
数
名
で
活

動
を
再
開
し
た
現
・
山
名
会
も
旧
・

山
名
会
会
員
様
を
中
心
に
再
加
入
し

て
い
た
だ
き
50
余
名
ま
で
に
回
復
し

ま
し
た
。
し
か
し
今
後
は
今
ま
で
の

よ
う
に
飛
躍
的
な
会
員
数
増
加
は
難

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
打
開
策
の
一
つ
と
し
て
冒
頭

の
山
名
会
歴
史
講
演
会
の
企
画
の
如

く
山
名
会
の
門
戸
を
広
げ
て
、
会
の

活
動
に
ご
興
味
の
あ
る
一
般
の
方
に

も
参
加
を
願
う
方
向
で
、
こ
こ
暫
く

は
活
動
を
継
続
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
流
れ
を
も
と
に
役
員
会
で
は

今
後
の
山
名
会
の
活
動
姿
勢
と
し
て
、

・
山
名
氏
一
族
会
と
し
て
の
軸
を
維

持
し
な
が
ら
も
、
会
の
門
戸
を
広

げ
多
く
の
有
志
に
活
動
に
参
加
願

い
会
の
発
展
に
協
力
を
願
う
。

・
山
名
氏
を
主
題
と
し
た
「
歴
史
愛

好
の
会
」
と
言
う
性
格
も
打
ち
出

し
て
、
山
名
会
会
員
の
裾
野
を
広

げ
る
。

・
一
族
の
方
、
一
般
会
員
の
方
関
わ

ら
ず
山
名
会
会
員
で
有
る
こ
と
を

「
誇
り
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
活
動
や
会
の
存
在
価
値
を

高
め
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

山
名
氏

一
族
会
の
組

織
面

現
在
の
山
名
会
は
「
私
的
な
任
意

団
体
」
で
気
楽
な
会
で
は
あ
り
ま
す

が
、
一
般
の
方
に
も
活
動
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
る
場
合
、
会
の
社
会
的

な
信
用
性
や
透
明
性
も
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

そ
の
信
用
度
を
高
め
る
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
山
名
会
の
「
一
般
社
団

法
人
」
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

・
「
一
般
社
団
法
人
」
化
で
「
私
的

な
任
意
団
体
」
よ
り
は
信
用
度
も

多
少
は
向
上
す
る
。
（
活
動
内
容

次
第
で
は
あ
る
が
？
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
比
べ
設
立
は
容
易

で
あ
る
が
、
登
録
に
関
連
し
10
万

円
程
度
の
税
金
納
入
が
必
要
。

・
公
益
法
人
の
よ
う
な
税
制
優
遇
は

無
い
も
の
の
、
財
産
の
保
有
が
可

能
で
、
相
続
か
ら
も
関
係
な
く
な

る
。

今
す
ぐ
と
言
う
わ
け
で
は
有
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
一
般
社
団
法
人
化

の
検
討
を
重
ね
て
行
こ
う
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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Ｈ27山名会歴史講演会

第22回総会 決算書

山
名
会
の
組
織
に
つ
い
て(

構
想)

Ｈ27山名会歴史講演会

の動画を公開しています。
インターネットの動画配信サイトで11

月に行いました歴史講演会の様子等を

ご覧頂けます。参加されなかった皆さ

んは是非ご覧下さい。

「山名会 動画」で検索していただけ

るをご覧頂けると思います。

平成27年11月28日実施
会場：池坊短大心ホール
参加者数：約120（内会員27）



平
成
27
年
同
様
の
歴
史
講
演
会
を

中
心
と
し
た
総
会
行
事
を
継
続
し
、

会
員
の
掘
り
起
こ
し
と
山
名
会
の
存

在
の
周
知
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
28
年
講
演
会
と
総
会
（
案
）

・
平
安
女
学
院
所
有
の
旧
・
有
栖
川

宮
邸
（
有
栖
館
）
大
広
間
を
借
用

し
て
の
歴
史
講
演
会
と
平
安
女
学

院
「
エ
デ
ィ
・
カ
フ
ェ
」
（
学
食
）

で
の
年
次
総
会
と
懇
親
会
を
計
画
。

検

討

事

項

・
有
栖
館
大
広
間
（
80
畳
敷
）
で
イ

ス
使
用
の
席
設
置
が
可
能
か
？

・
百
名
以
上
の
人
員
収
容
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
？

・
本
年
は
日
曜
日
開
催
で
も
あ
り
宿

泊
面
は
昨
年
よ
り
は
余
裕
が
あ
る

の
で
は
？

会

誌

「

山

名

」

第

７

号

発

行

の

件

・
主
要
記
事
は
平
成
27
山
名
会
歴
史

講
演
会
で
ご
講
演
願
っ
た
二
師

（
松
本
先
生
・
山
本
代
表
）
の
講

演
内
容
を
文
章
化
し
、
両
講
師
に

加
筆
願
っ
て
「
山
名
第
７
号
」
の

主
要
原
稿
と
し
た
い
。

・
山
名
会
会
員
・
役
員
か
ら
の
寄
稿

も
大
い
に
期
待
す
る
。

・
会
計
的
に
は
少
し
シ
ン
ド
イ
で
す

が
、
山
名
会
の
記
録
と
し
て
の
側

面
も
あ
り
、
出
来
る
限
り
発
行
を

続
け
た
い
。

山

名

会

総

会

会

場

下

見

連
休
明
け
に
（
５
月
17
日
）
有
栖

館
を
中
心
に
総
会
予
定
会
場
を
下
見
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Ｈ
28
年
の
活
動
に
つ
い
て

総
会

懇
親

講
演

時
間

会
場

期
日

平
安
女
学
院
内

エ
デ
ィ
カ
フ
ェ

①
仮
題
「
室
町
・
戦
国
時
代
の

御
所
西
地
域
」

平
安
女
学
院
大
学
教
授

②
仮
題
「
京
都
と
西
陣
織
」

西
陣
織
関
係
者

そ
の
後
、
質
疑
と
討
論

午
後
１
時
～
４
時
半

講
演
会

（
旧
有
栖
川
邸
・
有
栖
館
）

午
後
５
時
～
７
時

総
会
懇
親
会

（
学
内
・
エ
デ
ィ
カ
フ
ェ
）

京
都
・
平
安
女
学
院

有
栖
館
、
エ
デ
ィ
カ
フ
ェ

平
成
28
年
11
月
13
日
（
日
）

そ

の

他

に

有栖館（旧有栖川宮邸）の門（右上）と大広間（左上）：講演会場の予定
平安女学院の明治館（右下）とエディカフェ内部（左下）：総会会場を予定。



し
、
構
想
を
固
め
る
。

法

雲

寺

前

住

職

葬

儀

大
分
時
間
が
経
っ
て
か
ら
の
ご
報

告
と
な
り
ま
す
が
、
法
雲
寺
前
住
職

（
山
名
寺
第
一
世
）
で
あ
り
山
名
氏

一
族
会
初
代
事
務
局
を
務
め
ま
し
た

吉
川
廣
昭
が
１
月
17
日
に
急
逝
し
、

葬
儀
を
１
月
22
日
に
執
り
行
い
ま
し

た
。
（
世
寿
89
才
）

葬
儀
当
日
は
大
寒
の
さ
な
か
で
、

暦
通
り
全
国
的
な
寒
気
に
覆
わ
れ
た

日
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
名
義
英
副

総
裁
・
山
名
年
浩
会
長
・
山
名
靖
英

理
事
長
ご
夫
妻
、
そ
れ
に
大
田
垣
佐

登
相
談
役
各
位
の
ご
参
列
を
仰
ぎ
檀

家
と
共
に
見
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
皆
さ
ま
方
か
ら
御
香
志
を

お
供
え
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
下
旬
に
は
百
ヶ
日
も
無
事
迎

え
、
よ
う
や
く
平
常
に
戻
っ
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
慌
た

だ
し
さ
を
理
由
に
山
名
会
の
事
務
が

滞
っ
て
お
り
ま
し
た
点
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

「

法

雲

寺

縁

起

」

発

刊

前
住
職
の
置
き
土
産
で
は
御
座
い

ま
せ
ん
が
、
（
結
果
的
に
は
そ
う
な

り
ま
す
が
）
１
月
下
旬
に
「
平
成
版

『
法
雲
寺
縁
起
』
」
が
完
成
し
ま
し

た
。前

住
職
が
法
雲
寺
の
前
身
か
ら
現

在
ま
で
の
変
遷
を
整
理
し
次
代
に
残

そ
う
と
決
意
し
、
平
成
26
年
の
秋
か

ら
執
筆
に
取
り
組
み
、
途
中
体
調
を

崩
し
て
入
院
を
挟
ん
だ
り
し
て
筆
が

な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

平
成
27
年
12
月
に
入
稿
し
、
本
年
の

１
月
末
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

惜
し
む
べ
き
は
も
う
あ
と
２
週
間

早
く
印
刷
に
回
し
て
お
れ
ば
、
完
成

し
た
法
雲
寺
縁
起
を
本
人
に
手
渡
す

事
が
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
点
で
す
。

関
係
各
所
に
配
付
し
、
ま
だ
若
干

の
在
庫
が
御
座
い
ま
す
の
で
、
御
希

望
の
方
が
御
座
い
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
協
力
金

２
千
円
）

尚
、
編
集
を
急
ぎ
ま
し
た
関
係
で

校
正
が
不
十
分
で
誤
字
等
あ
り
ま
す

点
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
の
年
会
費
納
入
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
納
入
が

ま
だ
の
皆
さ
ん
に
は
郵
便
振
替
用
紙

を
同
封
し
て
居
り
ま
す
。
ご
面
倒
を

お
掛
け
致
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
（
年
会
費
５
千
円
）
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「法雲寺縁起」正誤表

１
２
９

１
１
２

８
５

４
７９

頁

１
１

１
６

１
０５

１
１３

行
山
名
福
平

両
軍
が
和
合
し
た
…

姿
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ご
一
考

言
い
ま
す
す
と

町
誌

誤

山
根
福
平

こ
の
行
抹
消

姿
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」

ご
一
行

言
い
ま
す
と

町
史

正

「法雲寺縁起」に上記の誤字等が御座いま
した。読みにくい事で申し訳御座いません。
上記に修正お願い致します。

Ｈ
28
年
度
会
費
納
入
の
お
願
い

皆様からのご協力をいただき、見送る事
が出来ました。

「物語山名氏八百年」と同様に読みやす
い内容となっています。

編
集
後
記

父
存
命
中
は
「
世
話
」
も
有
り
そ
ん
な

に
自
由
に
遠
出
な
ど
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
父
他
界
で
、
そ
ん
な
心
配
を
す

る
必
要
が
無
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
制
約

無
く
自
由
に
動
き
回
っ
て
居
る
か
と
言
え

ば
、
そ
う
で
も
無
い
。

元
々
そ
ん
な
に
自
由
に
動
け
る
日
常
で

は
無
い
の
に
、
行
動
が
制
限
さ
れ
る
の
は

「
父
の
世
話
が
有
る
か
ら
だ
」
と
勝
手
に

理
由
付
け
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
？

今
頃
や
っ
と
分
か
り
ま
し
た
。


